













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 39 号（2016 年 3 月 20 日）
見や思いには徐々に耳を貸さなくなり，生徒と
の距離も遠くなっていった。しかし，異動８年
後に受け持った学年で，初めて管理的で高圧的
な指導の限界を感じることになった。２年生に
なると力では生徒を抑えきれなくなり学年崩壊
状態となり，長い教員生活で生徒指導に関して
も苦労した３年間だった。
　次の学年では学年主任となり，初めて担任を
はずれることになった。「一人ひとりが安心し
て楽しく過ごすことができ，お互いに高め合い
成長することができる学年」を学年目標とした。
前の３年間の反省から，教員の人間関係と協力
体制づくりに腐心した。次に，生徒が主体的に
活動や行動ができるようにしていくために，特
別活動と道徳の時間の充実と有効活用をめざす
ことにした。学年会で情報交換を行い，特活の
時間は，できる限り全学級が学年で共通した内
容や活動となるようにした。道徳の授業は，教
員同士が他のクラスを参観したりクラスを交換
して授業を行い，学年会で意見交換や情報交換
を行うようにした。特別活動では，全クラスで
班活動と係り活動を取り入れ，学級委員が中心
となって学年学級委員会が組織され，学年行事
や生徒の問題・課題などについて活発な話し合
いが行われた。少しずつ学級間の隔たりがなく
なり，球技大会など生徒が企画・運営した学年
行事はとても盛り上がり大成功となった。１学
年終了時には，学年職員の人間関係は良好な感
じとなり，生徒も穏やかで楽しそうな学校生活
を送るようになっていった。
　主任として学年通信を毎月発行していくと，
８名の担任がいつの間にか全員学級通信を発行
するようになった。教室が温かい雰囲気の生活
の場となるように，教室内の環境整備と掲示物
作りにも学年全体で取り組むことにした。放課
後，教室を見回ると担任と生徒が掲示物作りや
談笑する姿をよく見かけるようになった。２年
生の遠足や３年生の修学旅行などの学年行事
は，学級委員会が中心となり「約束を守って楽
しもう」という意識が広がり，教員も生徒を信
頼し安心して任せてみようという気持ちになっ
ていった。３年生になった時にある保護者から，
「子どもが今の学年ならどの先生が担任になっ
ても良いと言っている」と聞かされた。教員と
生徒，教員と保護者の信頼と良好な人間関係が
築かれていることを確信できたとともに，「良
好な人間関係と信頼関係がなければ，効果的で
有効な教育はできない」と言った先輩教員の言
葉を思い出した。そして，その三年間の経験が
大きな転機となり新任時代を思い出し原点に戻
ることができた。その後，生徒指導担当教諭，
教頭，校長になってからも，その時の気持ちを
忘れることなく「安心して楽しく過ごすことが
でき，互いに高め合い成長することができる学
校」を目標に，日々の教育活動に取り組んでき
た。
Ｍ中学校第３学年だより第５号
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